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Abstract: To investigate the impact of sika deer (Cervus nippon) on the forest ecosystem and resident life in a 
mountainous area of the Chugoku District, we conducted a vegetation survey and an awareness questionnaire survey. The 
study area was located in Fukutomi-Cho, Higashi-Hiroshima, Hiroshima Prefecture. We set a study plot in a secondary 
forest composed mainly of Chamaecyparis obtusa and broadleaf trees and recorded the damage by sika deer (herbivory 
and fraying) on each tree within the plot. There were 180 individual trees belonging to 14 species in the study plot, about 
3.3% of which had fraying scars and 7.2% had feeding scars. The analysis indicated that sika deer had a significant 
preference for C. obtusa as fraying trees and Clethra barbinervis as food. Plant coverage of the forest floor was small and 
dominated by Pieris japonica, which is known to be unpalatable to deer.
The awareness questionnaire survey revealed that the most common damage by sika deer was crop damage. The survey 
also indicated that the residents felt that sightings of and damage by sika deer had increased in the last 10–20 years. The 
residents noted that they had managed their forests for various purposes but stopped the management partly due to 
lifestyle changes and prevalence of pine wilt disease, which caused a significant decline in matsutake mushrooms. The 
results suggest that the increase of unmanaged forests provided sika deer with their habitat, and that the deer moved from 
the overgrazed forests to human habitation in search of food.
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2016年 10月に林内に 25m× 20mの調査区を設置
した。上層植生については，2016年 10月と 2017年
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a: 調査地の外観，b, c: 林内の状況，d: 食跡（リョウブ），e: 角研ぎ跡（ヒノキ），f:赤
外線センサーカメラで撮影されたシカ（2017年 10月 14日撮影）
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和 名   学 名  本数 
（枯死木）
食痕 角研ぎ跡 選択性指数 1)
食痕 角研ぎ 
ソヨゴ Ilex pedunculosa 47 (1) 2 0 -0.26 -1 
ヒサカキ Eurya japonica var. japonica 27 (0) 0 0 -1 -1 
ヒノキ  Chamaecyparis obtusa 21 (0) 0 5 -1 0.75* 
タンナサワフタギ Symplocos coreana 18 (0) 0 0 -1 -1 
アカマツ Pinus densiflora 18 (5) 0 0 -1 -1 
アセビ Pieris japonica 15 (1) 0 0 -1 -1 
リョウブ Clethra barbinervis 14 (1) 9 0 0.80* -1 
ネジキ Lyonia ovalifolia 6 (0) 0 0 － － 
コナラ Quercus serrata 5 (0) 0 0 － － 
クロキ Symplocos kuroki 3 (0) 0 1 － － 
コシアブラ Chengiopanax sciadophylloides 2 (0) 0 0 － － 
ヤブツバキ Camellia japonica 2 (2) 2 0 － － 
アオハダ  Ilex macropoda 1 (0) 0 0 － － 
コバノミツバツツジ Rhododendron reticulatum 1 (0) 0 0 － － 
合計  180 (10) 13 6   
1) *は有意な選択性が認められたことを示す（二群の比率の差の検定，P<0.01） 
表 1．コドラート内の立木（DBH ＞ 3 cm）の種類，本数，シカの食痕と角研ぎ跡
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であった（表 2）。2017年 5月から 11月の調査期間
中，植被率には特に大きな変化は認められず，食害は
観察されなかった（表 2）。しかし，2017年 9月 28
日から 11月 9日までの期間に設置した自動撮影カメ
ラには，9月 29日（オス），10月 4日（性別不明），


























図 2　 調査区（25m× 20m）で確認された樹木の胸高直
径と個体数
和名 学名 被度（%） 
5／19 6／9 9／28 11／9 
アセビ Pieris japonica 7.6 7.0 6.7 7.3 
ヒサカキ Eurya japonica var. japonica 1.3 1.5 2.2 2.2 
タンナサワフタギ Symplocos coreana 0.6 0.8 0.6 <0.1 
コシアブラ 2) Chengiopanax sciadophylloides 0.6 0.6 0.6 0.5 
ヒノキ Chamaecyparis obtusa 0.3 0.3 0.4 0.3 
クロキ Symplocos kuroki 0.2 0.3 0.5 0.8 
コナラ Quercus serrata 0.2 0.1 0.1 <0.1 
ハイノキ Symplocos myrtacea 0.1 0.2 0.7 0.6 
ソヨゴ Ilex pedunculosa <0.1 0.2 0.2 0.4 
リョウブ Clethra barbinervis 0.2 0.1 <0.1 <0.1 
ヤマウルシ Toxicodendron trichocarpum <0.1 0.1 0.2 0 
サルトリイバラ Smilax china 0.1 0.1 0.1 0.1 
タムシバ Magnolia salicifolia 0.1 0.1 0.1 <0.1 
ヤマツツジ Rhododendron kaempferi 0.1 0.1 0.1 <0.1 
イヌツゲ
不明   








合計 3) 11.7 11.7 12.7 12.2 
1) 期間中に一回以上被度が 0.1%を超えた種類のみ記載 
2) タカノツメ Gamblea innovans 実生が含まれている可能性がある 
3) 調査日において被度が 0.1％未満の種を除く 
表 2．林床植生の被度変化 1）
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間（2017年 11月 24日から 2017年 12月 14日まで）
の間に回収されたのは 430部で，回収率は 41.5%で
あった。回答者の性別は無回答を除くと男性 259人，












                                      N=430 
質問項目 選択肢 回答数    割合（%）1)
性別 男性 259 60.2
女性 157 36.5
年齢 20 歳未満 1 0.2
20 代 4 0.9
30 代 12 2.8
40 代 28 6.5
50 代 57 13.3
60 代 130 30.2
70 代 117 27.2
80 代～ 70 16.3










居住年数 5 年以内 11 2.6
5 年以上 10 年未満 19 4.4
10 年以上 20年未満 59 13.7
20 年以上 30年未満 43 10.0
30 年以上 40年未満 38 8.8
40 年以上 50年未満 39 9.1
50 年以上 60年未満 65 15.1
60 年以上 70年未満 71 16.5
70 年以上 65 15.1
















































































































































見たことがない 5年以内 10年前 20年前
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                                         N＝341 
        森林利用変化の認識                                      回答数  割合（%）2)
放置林が増加した    176       51.6 
山が荒れている、入山できない                   44     12.9 
かつては山の利用、手入れをしていた、しなくなった         41    12.0 
 マツ枯れ・マツタケに関する記述                  39    11.4 
変化はない                     36        10.6 
柵・太陽光発電・ダムに関する記述          32       9.4 
利用していない                            30      8.8 
植林に関する記述                           22      6.5 
間伐・手入れを行うようになった                    18     5.3 
高齢化・生活様式の変化に関する記述              18     5.3 
分からない                              15     4.4 
農業被害に関する記述         13     3.8 
被害は減少した                            5     1.5 
被害はない                               3     0.9 
その他           62        18.2 
1) アンケート Q5-3「10 年前ごろから現在にかけて，福富地区の森林の利用に変化はありましたか。自
由にご記入ください。」に記述されていたコメントのまとめ 
2) 割合の合計が 100 にならないのは複数回答のため 
                                      N=272 
        森林利用変化の認識                                      回答数   割合（%）2)
山の手入れ、利用を行っていた                  116    42.6 
薪・炭焼き・駒木等の利用に関する記述                 101    37.1 
マツタケ・キノコ採りに関する記述                 45     16.5 
山へ行かなくなった                         32     11.8 
生まれる前・森林利用がないためなどの理由で分からない        28     10.3 
 生活様式の変化に関する記述                     26      9.6 
植林を行っていた                       22      8.1 
高齢化や後継者不足等に関する記述                  21      7.7 
森林の価値低下に関する記述                     20      7.4 
 マツ枯れに関する記述                        15      5.5 
変化はない                            4      1.5 
その他                              64    23.5  
1) アンケート Q6-3「60 年前ごろから現在にかけて，福富地区の森林の利用に変化はありましたか。自
由にご記入ください。」に記述されていたコメントのまとめ 
2) 割合の合計が 100 にならないのは複数回答のため 
表 5．福富地区における 60年前から現在にかけての森林利用の変化に関する認識 1）
表 4．福富地区における最近 10年間の森林利用の変化に関する認識 1）
65


























































                                         N＝153 
 森林利用の変化があった時期                 回答数      割合（％）2)
昭和 30 年代(1955～1964 年)           40            26.1 
昭和 40 年代(1965～1974 年)           44            28.8 
昭和 50 年代(1975 年～1984 年)                17            11.1 
昭和 60 年代～平成 9 年(1985 年～1997 年)                 31            20.3 
平成 10 年代(1998 年～2007 年)                14             9.2 
平成 20 年代(2008 年～)                         7             4.6 
合計                               153        100.0 
1) アンケート Q6-3「60 年前ごろから現在にかけて，福富地区の森林の利用に変化はありましたか。自
由にご記入ください。」のコメント中に記述されていた年代 
2) 割合の合計が 100 にならないのは，小数点以下第 2 位を四捨五入しているため 
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 （2020年  8月 31日受付）
 （2020年 12月 16日受理）
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(5)ご回答いただいた調査票は 12 月 8 日までに同封の返信用封筒に入れポストに投函してください。 
Q1.何年前から，福富町にお住まいですか。(  )内に記入してください。(例：38 年) 
(      )年 
【福富町のシカ被害の現状についてお尋ねします。】
Q2．1年以内(2016 年以降)に、福富町でシカの姿を目撃したことはありますか。 





1．農業被害   2．林業被害   3．車に衝突した   4．人的被害 
5．被害はない  6．その他(         ) 
Q4．福富町でシカを見るようになったのは，およそ何年前からですか。 
当てはまるもの１つに〇をつけてください。 
1．5年以内   2．10 年前    3．20 年前   4．30 年前  
5．40 年前    6．50 年前    7．60 年前以上  8．見たことがない 
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1．減った   2．変わらない   3．増えた   4．分からない 
Q5－2．10 年前(2007 年頃)と比較して，現在のシカによる被害はどのように変化しました
か。当てはまるもの１つに〇をつけてください。 






1．減った   2．変わらない   3．増えた   4．分からない 
Q6－2． 60 年前(1957 年頃)と比較して，現在のシカによる被害はどのように変化しました
か。当てはまるもの１つに〇をつけてください。 







1．はい      2．いいえ 
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Q8．上記(Q7.)の質問で「はい」を選択した方にお尋ねします。狩猟を行う目的を教えてく
ださい。(複数選択可) 「いいえ」を選択した方は F1．に進んでください。 
1．シカ駆除のため     2．趣味  
3．報奨金が出るから    4．その他(                ) 
【最後にあなた自身のことについてお尋ねします。】
F1．あなたの性別をお答えください。 
1．男性          2．女性 
F2．職業をお伺いします。いずれか１つに〇を付けてください。 
1．専業農家    2．兼業農家    3．林業関係者  
4．民間企業    5．公務員     6．その他(           )  
F3．あてはまる年齢に〇を付けてください。 
1．20 歳未満   2．20 代   3．30 代   4．40 代  
5．50 代      6．60 代    7．70 代    8．80 代～  
F4．どの地区にお住まいですか。あてはまるもの１つに〇を付けてください。 
1．上竹仁    2．下竹仁    3．上戸野    4．久芳 
この調査に対するご意見がございましたら、下記の空欄にご記入ください。 
〈お願い〉
今後，シカの調査に関しまして，ご協力をいただくために直接お話を伺えればと考えており
ます。差し支えなければ住所や電話番号などをご記入してください。無記入でも構いません。 
住所 〒 
TEL 
アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 
記入が終わったアンケート用紙は返信用の封筒に入れて 12月 8日までにご返送くださ
い。 
